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論文審査の結果

平澤洋 一

雪H花 の クオ リア

匿 圏 ・ 不合格 試験の結果 囲 ・ 不合格

論文内容 の要 旨(400字 程度)

従来の語彙研究 は、語彙 を支 える論理 的意 味、文法的意味 、歴史的 な意味 の面 か ら語彙体系

や意味体系 を明 らかに しよ うと試 みてきた。 ただ情感的意味(感 情 に訴 える意味)の 面 か らは

これ まで さほ ど研 究がな され てこなかった。

『雪月花 のクオ リア』 は、この感覚や情感 に関与す るクオ リア(質 感)が どの よ うに形成 さ

れ てきたのか を明 らかに しよ うと試み た、意欲的な研 究である。

研究方法 と しては、『古事記』『万葉集』『源氏物語』また 『枕 草子』な どの 『雪月花』に関す

る表現 を収集 し、『雪月花』のそれ ぞれの表現 を、A「 説明表現による質感 」、B「 情感表現 によ

る質感 」、C「 強調表現 による質感」、D「 修辞法(レ トリック)的 表 現による質感」 に分けて、

それ らの表現 を数値化 して解析 し、個別 の雪月花 同士 の相 関性や表現体系 を明 らかに しよ うと

した ものである。

論文審査の結果の要 旨(1,500字 程度)

クオ リア を数値で記述でき るのか、言 語学でそれ ができ るのか、そ んな疑 問 と興 味か ら本研

究は始め られ た。 映像表 現(映 画や コミック)で は人や 自然 が生 き生 き と描かれ 、人 々に感動

を与 え、それ についての映像理論 も存在す るのに、言語学(日 本語学)で は、 この情感的意味

に力 点を置い た語彙分析 はほ とん ど見 当た らない。情感的意味 を扱 うと、論理的 な研究で はな

い との認識 が研 究者 にあった と思われ る。
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本論文 は全11章 か ら構成 され ている。「第1章 本研 究の 目的 と方法」 「第2章 日本文化 の

基層 」では、日本文化が どの よ うに成 立 したか、その成立 の経緯が 日本人 のクオ リアに どのよ

うな影響 を与 えているかにっいて述べ る。「第3章 クオ リアを変化 させ る要因」では、文構造

とクオ リアの相 関にっいて述べ る。 「第4章 花 による人物表現」 「第5章 雪の クオ リア」 「第

6章 月の クオ リア」「第7章 花の クオ リア」 は、『古事記』『万葉集』『源氏物語』『枕草子』

か ら収集 したそれ ぞれの表現 が どの よ うに受容 され てい るか を詳細 に検討 し、それ ぞれ の表現

に質感 的な点数を与 えてい る。「第8章 雪の多変量解析」 「第9章 月の多変量解析」 「第10章

花の多変量解析」では、収集 されたすべての雪 ・H・ 花 の評価 をもとに多変量解析 をお こない、

上代か ら中古文学 の中で これ らが どのよ うに認知 されてい るかを分析す る。 「第11章 雨の ク

オ リア」は、『古事記』『万葉集』 を とりあげ、両者の雨のクオ リア を比較 している。

論 文の中心的 な部分をなす と考 え られ る第5章 か ら第7章 を要約す る。雪 と月 は 『万葉集 』

と 『源氏物語』でその表現が急増 し、『枕草子』 では雪が53例 、月が31例 見 られ る。花 は こ

の時代 に種類 と表現が 目立 って多様 化 してい る。花 についての表現度 を見てい くと、プラスの

花 の表現 は、『古事記』では橘 ・椿 ・蓮の花 が 「プラス3」 、『万葉集 』では優誉華 の花 が 「プ

ラス10」 、『源 氏物語』では藤 の花 が 「プラス16」 、『枕草子』では桜 が 「プラス13」 であった。

い っぽ う、マイナ スの花の表現 は 『古事記』では桜 が 「マイナス1」、『万葉集』 では梅 が 「マ

イナス5」、『源氏物語』では朝顔 が 「マイナス6」 、『枕草子』 では 「しぼんだ桜」 が 「マイナ

ス9」 であった。現在 のわれわれの質感 とは相 当に異なっていることがわかる。

この よ うな分析法で、中世、近世、近代 さらに現代 にいたる文学作品 を帰納法的 に扱 うと、

日本 文学 にお ける雪 ・月 ・花の クオ リアが把握で きることになると説 く。

以上の ことか ら、当該論文は、博士(文 学)の 授 与に値す る優 れた研究 だ と評価 される。

試験(試 問)の 結果の要 旨(400字 程度)

各審査員 と申請者 との間で以下 のよ うな質疑が なされた。

1)ク オ リアの意 味が漠然 としてい る。

2)各 表現の評価 は個人的な ものであ り、客観的な物差 しはないのか。

3)『 枕草子』や 『源 氏物語 』は作者 の質感 で あ り、時代的な質感 とは言 えない のでは。

申請者か らは以下のよ うな回答 があった。クオ リアは脳科学や 心理 学の分野ではすでに使 われ

てい る用語 である。評価 に関 しては個人 の主観的 な評価 か ら客観的な評価 を目指 してい る。こ

の よ うな作業 を積み重 ねる ことで、時代的な質感 の把握 に努めたい。

なお外国語(英 語)の 試問 も実施 し、合格の判定 であった。

注)記 載欄 については、必要に応 じて追加のこと。
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